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シリコン屋根トップ
水系シリコン屋根塗替え塗料

塗り替え対象屋根材
○ プレ ス セ メント瓦・厚 形 スレ ート瓦

○ 薄 形 化 粧 スレ ート瓦

○ 波 形 スレ ート(ノンアスベストタイプは除く)

○ ア スファルトシ ン グ ル

注 意: 塗り替え対 象 屋 根 材 以 外に

使 用しないで 下さい 。

アクァ 遮ネックスの発 売に伴 ない 、

従 来 の｢ シリコンヤ ネトップ シーラー｣ は｢

水 性シーラー｣として、名 称 変 更させ て

頂きました。使 い方 や成 分 に何ら変更

は 御 座いませ ん。

旁 オリエンタル塗料工業株式会社



シリコン屋根トップ

特　 長
①耐候性に優れています

高耐候のシリコン樹脂を使用し、内部のシロキサン結合により、耐久性を高め、各屋根材を

長期に保護し、美しい外観を保ちます。

② 防藻･ 防カピ効果付与

シリコン屋根トップは防藻・防カビ機能を付加させており、藻類、カビの育成による美観の

低下や衛生面の悪化を長期にわたり、防止します。

③省資源低公害タイプです

水系常乾タイプなので、水で薄めるだけで、すぐに塗ることができ、臭いもほとんど無く

安心して使用できる低公害塗料です。

④作業性に優れています

エアーズプレ ー、エアレススプレー、ローラー塗り、刷毛塗りが可能で、比較的乾燥が早く、

どなたにも簡単に塗装できます。

用　 途
○ 新 ・旧 セ メン ト 瓦 の 塗り 変 え 塗 装

○薄 形 化 粧 スレ ート( カ ラ ー ベ ス ト、 コロ ニ アル 等) の 塗 り 変 え 塗 装

※カワラＵ、ニューウェブ等一部の瓦には塗装できません。

Ｏ 波 形 スレ ー ト 等 の 塗り 変 え 塗 装

※ノンアスベストヘの御使用は、バックシールおよび両面の塗装の場合のみ可能となります。

○ ア スフ ァル ト シン グル 等 の 塗 り 変 え 塗 装

荷　 姿

○各//　 色

○水スケーラー

塗装面積

石油缶

小口缶

石油缶

小口缶

1 ５ｋｇ入り

４ｋｇ入 り15kg

入り

４ｋｇ入 り

�希釈率 � 塗布量 � 塗布面積 �塗装間隔

水性
シーラー ��

１９０～２５０ｇ／㎡ � ６０～８０㎡／１５ｋｇ �
１時間以上(
２０℃)��１４０～１５０ｇ／㎡

カラー鋼板の場合 �
１００～１１０㎡／１５ｋｇ

各　　色 �１０～２０％ �　　
２回塗りで

１９０～２５０ｇ／㎡ �　　
２回塗りで

６０～８０㎡／１５ｋｇ �
１時間以上(
２０(Ｃ)
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塗装工程

シリコン屋根トップ

○プレスセメント瓦・波形スレート・カラ ーベスト・アスファルトシングル等の塗り替えの場合

素 地
ケレン
清掃

高圧
水洗

○カラー鋼板(カラーベストの金属役物も同様)に鎬のない場合

水性

シーラー

シリコン

屋 根トップ

ケ レ ン　　　 高 圧　　　　 水 性　　　ｼﾘ｡ﾝ［

○カラー鋼板(カラーペストの金属役物も同様)に錆のある場合

素 地
ケレン
清掃

圧
洗

高
水

※一般剪 除 水性

シーラー

シリコン

屋 根トップ

※サビ止めプライマーは、ご使用される塗料の塗装仕様に従って施工して下さい。

金属に対する密着力

種　　類 �ステンレス � 鋼　　板 � 亜鉛板 � ブリキ板 �カラートタン

結　　果 � ○ � ○ � ○ � ○ � ○

使 用 上 の 注 意 点

① 被 塗 物 表 面 が、 雨 や 霜 、 露 等 で 濡 れて い る 時 は、 充 分 に乾 い て から 塗装 し て 下さ い。

又 、 被塗 物 及 被 塗 物 の 形 状 によ って は乾 燥 が遅 い 個 所 が あり ま す ので ご 注 意 下さ い。

濡 れ た 伏 態で 塗 装 する と 、フ クレ 、 ハガ レ の 原因 にな り ま す。

② ハケ 、 ロ ーラ ーで 銀 黒 色 を 塗 装 する 場 合、 仕 上 が り が 悪く な り ま す。

③ 被塗 物 に 付 い て い る ゴミ 、 ホ コリ 、 苔 等 を 充 分 に デ ッ キブ ラ シで ケ レ ン して 下さ い 。

④ 被 塗 物 表 面 が 脆 弱 化 して い る 場 合 は 、 回 転ブ ラ シ、 ザ ンダ ー等 で 脆 弱 層を 充 分 に 除 去 し

て 下さ い。

⑤ ケレ ン 及び 下地 調 整 後 は 、 必 ず 水 洗 して 下さ い 。 水 洗 後 は 充 分 に 乾 燥さ せ て 下さ い。

⑥ シリ コ ン 屋 根 ト ップ は 他 の 塗 料と 相 溶性 が あ り ま せ ん ので 絶 対 に混 合 し な いで 下さ い 。

⑦ エ ア レ ス 塗 装 機 及 び ホ ー ス 内 に残 って い る シ ン ナ ー類 は 完全 に除 去 し 水 洗 い して か ら、

シ リ コ ン 屋 根 ト ップ を 吸 わせ る よ う にし て 下さ い。　シ ン ナ ーが 残 って いる と ゲ ル 化 し ま

す の で ご 注 意さ い。

⑧ 朝、 夕 の 結 露時 期 、 被塗 物 が 高 温 の 時、 降 雪 雨 の予 想 さ れ る 時 は、 塗 装を 避 け て 下さ い。

⑨塗 装 後 、 ２４ 時 間以 内 に 気 温 が５ＣＣ以 下 にな る と 予 想さ れる 場 合 は 塗 装 を 避け て 下さ い 。

⑩塗 装ミ ス ト の 飛 散 によ り 周 辺を 汚 しト ラ ブ ル と な る 事 があ り ま す。 塗 装ミ ス ト が飛 散 し

な い よ う に 充 分な 養 生 を 行 って 下さ い 。

※このカタログの内容については、予告なく変更することがありますのであらかじめご了承ください。



『注意事項』下記の注意を守ってご使用下さい。

1｡容器からこぼれた場合には、砂などを散布したのち処理して下さい。

2｡取り扱い後は。手洗い及びうがいを充分に行って下さい。

3.目に入った場合には、多量の水で洗い、出来るだけ早く医師の診察を受けて下さい。4.

誤って飲み込んだ場合には、出来るだけ早く医師の診察を受けて下さい。

5.よ＜フタをして、一定の場所に定めて貯蔵して下さい。

6.子供の手の届かないところに保管して下さい。

7.中身を使い切ってから廃棄して下さい。

8.皮膚に付着した場合は、多量の石鹸水で洗い落して下さい。

9.容器はつり上げないで下さい。やむを得ずつり上げる時は、適切なつり具で垂直に

持ち上げ、落下に充分注意して下さい。
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